
事業者ロゴ
該当部門外からの声掛けによる
企業全体の安全文化醸成への取組

事業者名
株式会社京葉興業
本社 経理部

業界・業種 産業廃棄物処理業

従業員規模 591名

地域 東京都

企業の安全対策は基本的に該当部門で完結することが多く、企業規模が大きくなるほどその傾向が大きくなる。弊社も該当部門ごとに安全対策は適
切に行われているものの、全社員が安全意識を強く持ち企業文化として確立するためには、コーポレート部門を含む会社共通意識をどう育て、連携し
ていくかが鍵となる。その第1歩として、弊社の安全課題のひとつである営業部門や運輸部門の交通事故防止について、該当部門でない経理部から
のアプローチを策定した。

背景 （課題・ニーズ）

経理部が、交通事故防止の対象となる営業担当者・運送運転手に直接アプローチできる機会は、「経費精算処理」
に限られる。経費精算処理を行う際、個人の経費精算口座への振込予定日・振込金額を個人宛にメールで通知
するが、その際、各担当が所属する部署の都道府県の直近の「交通事故発生状況」をインターネットの情報から
取得し、メールアドレスに添付して送付する取り組みをはじめた。
身近で発生した交通事故件数や死亡事故件数を、具体的な数字として提示することで、交通事故をより身近に
感じていただき、自分事としての注意喚起を促すことも目的とした。
また、業務上、部内の安全対策が必要ない経理部員にとっても、日々の業務の中で安全対策に参加することで
部署間の連携を産み、企業全体の安全意識を高めるきっかけとなる。
具体的な数字の提示以外に、「社内事故の26.4％はバック時の事故です。ご安全に！」の一文を追記し、事故発
生率の高い運転動作も強調し、安全意識をどこに向けるのかを特定し、運転手への意識誘導も行った。

取り組んだプロジェクト内容

メールを受領した該当者からは、取組に対して新鮮な反応をいただき、部署をまたいだ安全
に対する会話が生まれるキッカケとなった。
また、事故の発生件数に驚く該当者もおり、注意喚起に役立っている実感を得られた。
経理部員の安全対策参加も自然に行え、さらなる取組への導入として機能した。

やってみての効果

今後は、経理精算機会の少ない運輸部門運転手に対して、どのように該当部門外か
らアプローチできるか、それにより部門を超えた同じ安全目標に向けた取り組みに
繋げ、企業全体の安全文化醸成をサポートできるかを考え、新たな施策に取り組ん
でいきたい。

今後の目標や展望
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